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働く人々の生活習慣病予防指導に１９，４０６人
（過重労働による健康障害防止対策をサポート）

（平成１５年度 ２７施設）

１ 独立行政法人労働者健康福祉機構（理事長伊藤庄平）では、平成１３年
度から、厚生労働省が推進する、過重労働による健康障害防止対策の一環
として、脳血管疾患及び虚血性心疾患（ 過労死」等事案）の危険因子と「
されている高血圧、高脂血症、高血糖、肥満の４つの所見（死の四重奏）
を１つでも有する勤労者を対象に、労災病院群が有する医師、保健師、理

、 、 、学療法士 管理栄養士の医療専門スタッフを活用して保健指導 生活指導
栄養指導、運動指導 等を労災病院に併設されている勤労者予防医療セ※１

ンター及び勤労者予防医療部（以下、勤労者予防医療センター（部）とい
。） 、 、 、 、 、う において行い 生活習慣の改善を図り 高血圧 高脂血症 高血糖

肥満の改善を行ってきた。
、 、 、また その設置箇所についても 平成１３年度の９カ所から順次拡大し

平成１５年度には、２７の勤労者予防医療センター（部）を設置し活動を
行ってきたが、今般、平成１５年４月から平成１６年３月までの１年間の
件数や内容をとりまとめた。

２ それによると、
（１）勤労者に対する保健指導等の個別指導は、１９，４０６人。これに加

え、勤労者及びその家族、企業の健康管理者等を対象とした講習会の参
加人数は、１４，２５３人。医師、保健師を対象とした研修会の参加人
数は、３，５１５人となっており、これらの合計は３７，１７４人とな
った（１人が複数回受けている場合もある 。。）

（２）個別指導件数の内訳としては、運動指導（３１．８％）が最も多く、
以下保健指導（２７．０％ 、栄養指導（２１．６％ 、生活指導（１） ）
９．６％）となっている。性別では男性が５９．９％、女性が４０．１
％となっている（１人が複数回受けている場合もある 。。）

（３）年齢別では、５０代及び４０代が特に多い。また高血圧、高脂血症、
高血糖、肥満の中では、高脂血症（２４．１％ 、肥満（２１．３％））
が多い（１人が複数の所見を抱えている場合もある 。。）

、 、 、３ この事業は 平成１６年度において 勤労者予防医療センターを３施設
勤労者予防医療部を２施設拡充し、全国３２施設で実施している。



お問い合わせは、最寄りの労災病院勤労者予防医療センター（部）又は独立４
（医療事業部勤労者医療課 （指導自体行政法人労働者健康福祉機構本部 ）

℡044-556-9867（ダイヤルイン）の対応は行わない）へ
（ホームページアドレス）www.rofuku.go.jp

１ 独立行政法人労働者健康福祉機構は、全国２７の勤労者予防医療センター
（部）において、過重労働による健康障害防止対策の一環として、勤労者及
び家族、企業の健康管理者等を対象として実施した保健指導、生活指導、栄
養指導、運動指導等の平成１５年４月から平成１６年３月までの１年間の件
数や内容をとりまとめた。

２ それによると、今回の分析の対象となった勤労者の個別指導件数は１９，
４０６人。勤労者及びその家族、企業の健康管理者等を対象とした講習会の
参加人数は、１４，２５３人。医師、保健師を対象とした研修会の参加人数
は、３，５１５人となった（１人が複数回受けている場合もある 。。）
個別指導件数の内訳としては、運動指導が６，１６２人（３１．８％ 、）

保健指導が５，２３６人（２７．０％ 、栄養指導が４，１９５人（２１．）
６％ 、生活指導が３，８１３人（１９．６％）と続いている（１人が複数）
回受けている場合もある 。。）
個別指導の性別では男性が１１，６３３人（５９．９％ 、女性が７，７）
（ ． ） （ 。）。７３人 ４０ １％ となっている １人が複数回受けている場合もある

３ 年齢別の指導状況をみると
５０代 ７，３１７人（３７．７％）A
４０代 ５，２３１人（２７．０％）B
６０代 ３，３１４人（１７．１％）C
３０代 ２，５８７人（１３．３％）D
３０代未満 ５５６人（ ２．９％）E
７０代以上 ４０１人（ ２．０％）F

等と続いている（１人が複数回受けている場合もある 。。）
この結果によると、４０代、５０代の中高年と呼ばれる世代に非常に多い

ことがわかる。

４ 所見別（死の四重奏）をみると
高脂血症 ６，５３２人（２４．１％）A
肥満 ５，７９０人（２１．３％）B
高血圧 ３，６９２人（１３．６％）C
高血糖 ３，３２４人（１２．２％）D

等と続いている （１人が複数回受けている場合もある ）。 。
この結果によると、１人が複数の所見を抱えている場合が多いことがわか

り、総合的な指導・治療が重要となる。
なお、所見別（死の四重奏）については、死の四重奏以外の所見を抱える

場合も７，８１４人（２８．８％）あった。

５ なお、勤労者予防医療センター（部）の所在地及び電話番号等については
別紙のとおり。



【補足事項】
※１ 保健指導：医師が、生活指導、栄養指導、運動指導を含む総合

的な指導を実施
生活指導：医師、保健師が、喫煙、飲酒などの習慣や不規則な

生活についての指導を実施
栄養指導：栄養士が、食事のバランスなど食生活の改善につい

ての指導を実施
、 （ ）運動指導：理学療法士が 健康状態や体力にあった運動 実践

を実施
講習会 ：勤労者及びその家族、企業の健康管理者等を対象と

して、疾病の予防及び症状の改善、増悪防止のために
実施

研修会 ：産業医、労災保険による「二次健康診断等給付」を
行う病院等の医師、保健師に対するスキルアップのた
めに実施
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　１　指導内訳

指導件数

勤労者数

性別
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所見別

※指導、所見に関しては複数あり

　２　講習会・研修会

参加人数

開催件数

※参加人数に関しては複数あり
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勤労者予防医療センター（部）　平成１５年度実績
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